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一般会計予算 ３1０億２，１００万円（前年度比△４億７，１００万円・１.５％減） 

令和８年度龍ケ崎市予算（案）を発表しました（2/10） 

龍ケ崎市では、本日、令和８年2月10日（火）、予算発表記者会見を開催し、令和８年度龍ケ崎市予算

（案）を公表しましたので、お知らせします。 

【令和８年度予算のポイント】     

○人事院勧告による給与改定や扶助費の伸びなどから経常経費は増加しているものの、新長戸コ

ミュニティセンター建設事業の終了、北竜台学園施設整備事業が最終年度を迎え大型建設事業が

ピークを過ぎたことで、予算規模は縮小。 

一般会計予算：31０億２，１００万円（前年度比 △４億７，１００万円・１.５％減） 

※一般会計・特別会計予算総額：4６９億３，３５０万円（前年度比△２億５，７８０万円・０.5％減） 

※下水道事業会計：3９億９，４８５万円（前年度比４億５，９５０万円・１３.０％増） 

【令和８年度の主な事業】        

○小中学校給食費無償化事業（３億１，４９８万円）【学校給食センター】 

物価高騰の中で保護者の経済的負担を軽減するため、小学校段階での学校給食費の抜本的な負担

軽減策として新たに創設される国県からの交付金に併せて国からの臨時交付金を活用し、令和８年

度の小中学校給食費を完全無償化 

〇小中学校体育館空調整備事業（４，９６４万円）【教育総務課】 

こどもたちの命と学びの環境を確保するとともに、災害時の避難所としての機能強化を図るため小中

学校体育館へエアコンを設置（令和８年度は整備に向けた実施設計費を予算化） 

〇こどもの居場所・遊び場創出事業（９００万円）【こども家庭センター】 

放課後や夏休み等、こどもたちが気候や天候に関わらず自由に集まって活動ができる居場所・遊び場

「ここくれば」を令和８年度は馴柴コミュニティセンターへ開設（市内３か所目） 

〇たつのこフィールド管理事業（１億３，６８０万円）【スポーツ推進課】 

日本陸上競技連盟第３種公認の更新に必要となる改修を実施し、記録を支える環境を確保するととも

に、地域活性化を推進 

〇龍ケ崎市駅東口駅前広場改修事業（１，０９７万円）【道路公園課】 

ＪＲ龍ケ崎市駅東口駅前ロータリーで行った社会実験の検証結果を踏まえた改修を行い、安全で快適な

道路空間を整備（令和８年度は基本計画を設計） 

■ 龍ケ崎市長 萩原勇コメント       

市長に就任してからの１期４年間は、コロナ禍からの回復や物価高騰、激甚化する自然災害など、困難な

課題に直面する中で、市民の皆様の生活の安全・安心を第一に考え、市政運営を進めてきました。 

２期目を迎える令和８年度は、「安全と安心を追求し、住み続けられるまちを創る」の実現に向けた様々な

取組をさらに加速させ、こどもから若者世代、そして高齢者まで、このまちに住まう全ての人々が幸福を実

感しながら笑顔で暮らし続けることができるまちづくりを積極的に進めてまいります。 

  

 ■発表日時 令和８年２月10日（火）午前11時 発表 

（上記日時に開催した予算発表記者会見で配布した資料をお送りしています） 

 ■添付資料 記者発表資料／市長記者発表要旨／令和８年度龍ケ崎市予算の概要 

  

 担当課 
龍ケ崎市 総務部 財政課 財政グループ 

担当者：平野（ひらの）・関川（せきかわ） 連絡先：0297-60-1517（直通） 

新規 

新規 

拡充 

新規 
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市長記者発表要旨 

 
私が市長に就任してからの 1 期 4 年間は、コロナ禍からの回復や物価高騰、激甚化する

自然災害など、困難な課題に直面する中で、市民の皆様の生活の安全・安心を第一に考え、

市政運営を進めてまいりました。 

2 期目を迎える令和 8 年度は、これまでの取組を確固たる土台とし、私の公約のスロー

ガンである「安全と安心を追求し、住み続けられるまちを創る」の実現に向け、「龍ケ崎み

らい創造ビジョン for2030」に掲げる 3 つのリーディングプロジェクトに重点的かつ優先

的に取り組むことはもちろんのこと、各施策の取組をさらに加速させていく年となります。 

後ほど個別の事業についてご説明いたしますが、令和 8 年度は、小中学校体育館へエア

コンを設置するための設計の実施や、JR 龍ケ崎市駅東口駅前ロータリー改修事業の推進、

「スポーツクライミングのまち龍ケ崎」の推進やプロスポーツチームとの連携など、リー

ディングプロジェクト等の具体策であるアクションプランに位置付けた施策を、財政の健

全性を維持しながら着実に実施するための予算といたしました。 

 

令和 8 年度の予算規模ですが、前年度と比較して、一般会計の予算額は、4 億 7,100 万

円、1.5％減の 310億 2,100万円となりました。 

特別会計の合計額は、2億 1,320万円、1.4％増の 159億 1,250万円となりました。 

高齢化社会の進展により、介護保険事業及び後期高齢者医療事業の予算規模が拡大傾向

にあり、それに伴い、一般会計からの繰入金が増加していることから、今後の財政運営へ

の影響が懸念されるところです。 

下水道事業会計は、4億 5,950万円、13.0％増の 39億 9,485万円となっています。 

 

令和 8年度予算の特徴です。 

歳入のうち、基幹収入である市税は、新築家屋棟数の増加などから固定資産税の増収要

因はあるものの、原材料費の高騰の影響などによる法人市民税の減収により、市税全体で

は 3,700万円の減収を見込んでいます。 

市債は、大型建設事業のピークが過ぎたことにより、大幅な減となっています。 

一方で、地方消費税交付金をはじめとする各種交付金や、令和 7 年度算定を基準に地方

財政対策等を考慮した地方交付税については、増となっています。 

歳出は、人事院勧告を反映した給与改定の影響により人件費が増加しているほか、子ど

ものための教育・保育給付費や障がい福祉サービス給付を主とした扶助費の伸びなどによ

り、経常経費が増となっています。 

一方で、普通建設事業は、新長戸コミュニティセンター建設事業の終了や北竜台学園施

設整備事業が最終年度を迎えることにより、大型建設事業のピークが過ぎ、大幅な減とな

っています。 

収支ギャップは、前年度から 1,500 万円減の 5 億 8,500 万円となりましたが、依然高止

まりの状況にあります。これを、財政調整基金の繰入で対応しますが、予算執行における

収支改善が課題となるところです。 

 

次に、令和 8年度当初予算に計上した、主な事業についてです。 

はじめに、「龍ケ崎みらい創造ビジョン for2030」の、3 つのリーディングプロジェクト

に関連する取り組みについて、新規事業を中心にご説明します。 

 

まず、子どもの笑顔が続くまちを創るための「未来創造プロジェクト」です。 
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5歳児健康診査事業では、こどもの特性を早期に発見し、適切な支援を行うとともに、生

活習慣、その他育児に関する指導を行い、こどもの健康の保持増進を図るため、国が目標

とします令和 10年度までの実施から前倒して、年中の時期に健康診査を実施します。 

小中学校給食費無償化事業では、物価高騰の中で保護者の経済的負担を軽減するため、

小学校段階での学校給食費の抜本的な負担軽減策として新たに創設される国県からの交付

金に併せて、国からの臨時交付金を活用し、令和 8 年度の小中学校給食費を完全無償化し

ます。 

小中学校体育館空調整備事業では、こどもたちの命と学びの環境を確保するとともに、

災害時の避難所としての機能強化を図るため、小中学校体育館へのエアコン設置に向けた

実施設計を行います。 

 

続いて、もっと魅力が感じられるまちを創るための「魅力創造プロジェクト」です。 

たつのこフィールド管理事業では、日本陸上競技連盟第３種公認の更新に必要となる改

修を実施し、記録を支える環境を確保するとともに、地域活性化を推進します。 

 

続いて、日常を豊かに、快適に過ごせるまちを創るための「幸せ創造プロジェクト」で

す。 

龍ケ崎市駅東口駅前広場改修事業では、ＪＲ龍ケ崎市駅東口駅前ロータリーで行った社

会実験の検証結果を踏まえた改修を行い、安全で快適な道路空間を整備するため、令和 8

年度は基本計画の設計を行います。 

 

また、公共施設再編成の取組・インフラの新設等も進めてまいります。 

下水道管路特別重点対策事業では、1994 年以前に布設・改築された内径 2m 以上の管渠に

ついて、令和 7年度に行った下水道管路特別重点調査結果に基づき修繕改築を実施します。 

 

次に、防災・減災対策の推進です。 

災害時協力井戸普及啓発事業では、長期的な断水があった際、市民が所有する井戸水を

近所の方々へ無償提供する「災害時協力井戸」を普及し、有事の際の給水体制を整備しま

す。 

防災井戸整備補助事業では、災害時における地区内の生活用水の確保のため、自主防災

組織が主体に行う井戸の新規設置や修繕に要する費用を補助し、災害時における地区内の

生活用水の確保を図ります。 

 

そのほか、地域経済の活性化、自然環境の保全と環境美化の推進などに対応する予算を

新たに計上しています。 

龍ケ崎トマト産地育成プロジェクト推進事業では、市を代表するブランドである龍ケ崎

トマトの生産者の確保に向け、生産者部会・ＪＡ・県と連携し、竜ケ崎施設園芸部会産地

力向上対策協議会を構築し、産地の持続発展を図ります。このほか、地域活性化起業人と

して民間企業の社員等を一定期間受け入れ、ノウハウや知見を活かした担い手の育成に取

り組みます。 

牛久沼保全対策事業では、牛久沼の水質などの環境保全、適正管理のため監視カメラを

設置するとともに不法投棄ごみパトロールを実施していきます。 

  

 これらの取組により、こどもから若者世代、そして高齢者まで、このまちに住まう全て

の人々が幸福を実感しながら笑顔で暮らし続けることができるまちづくりを積極的に進め

てまいります。 
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ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 


